
日本海ます流網漁業試験

担当者技師富永武治

I 調査目的

日本海におけるマス類の資源状態を明かにするため，北西太平洋，日ソ漁業共同調査計画に従

って実施される国際生物調査に協力して，必要な資料の収集を行い，日本海産のマス類の合理的

利用を図り本漁業の適切な指導を行う。

日調査内容

1. 試験船

2. 乗組員

3. 調査期間

幸洋丸(1 2 1. 2 2 ，. D 4 0 0 P S ) 

宮崎船長以下 20名

昭和 42年 4月 1日~同年 6月8日)

4. 調査海域

5. 漁具

北部日本海海域(N 39。以北， N 430以南)

(1) マス流鰐 1 0 3反

内訳 ヲ171tJJ!( 3.0す)アνラシ 210D/ 6本 6 0日掛

9 4 " ( 3.1寸) " 
9 7 " ( 3.2寸) " 210 D/ 6-8本 11 

1 0 0 " ( 3.3寸) Fノ 210D/る本 11 

1 0 3 1/ ( 3.4寸) 1/ " " 
計

(2) マス延縄 1 1 5鉢

漁具仕様及び漁具図は別紙のとおり

ι 調査項目及び方法

1) 漁場における海洋観測

9 0 m印 1 8反

24反

" 3 1反
11 15反

!， 1 5反

1 03反

流網又は延網の操業にさきだって水温を主とした海洋観測を行う。観測層はし 2 0， 

5.0， 1 0 0， 2 0 0 mの各層

2) 流網，延縄試験操業による魚群分布調査

流総(延縄)の投網(縄)揚嗣(柑)の時刻，方向，投網(縄)および有効反(鉢)数，

魚種別，漁獲尾数を記録する。

3) 漁獲物の魚体制定および標本採取

イ.魚体部定

操業の都度漁獲物からカラフトマス 30尾，サクラマス 30 J毛(i副主が 30尾未満の場

合は余数)を無作為tこ佃!日して次の)1民序で採告発，測定および観察を行なう

④ 採鱗

⑨ 体長(ii'~又は長)制Jf単位 j 'i1lJil 

③体重 !; 1 0 !I 

④性別

⑥ 生娘操重量 測定単位 1 'J 
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@摂餌量階級 記号 1=空 2='=中 3=充満

ロ.雌雄別体長組成

操業の都度，多項目測定に用いた標本以外のカラフトマス，サクラマス各 70尾(1 00 

尾未満の場合は余数)について雌雄別体長組成をセルロイド穿孔法によって測定する。

ハ.胃および卵巣固定標本の作成

各航海毎に. 1'""'" 2回の操業を選んで多項目測定に用いた魚体番号 1，...， 1 0の胃および

その範聞内の雌のみについて卵巣を採取しホルマリン固定標本を作成する。

ニ.調査記録および標本の送付

最終航海終了後すみやかに調査記録及び鱗標本，胃および卵巣の固定標本を整理，点検 v

して日水研究所長あてに送付する。

E 調査結果
幸洋丸の 42年度目本海マス漁業試験は. 4月中旬の日本海定線海洋観測終了後 4月 17日よ

り(口?ー 4 1海区〉開始したが，以来6月8日まで本漁業試験を行ない，本年除従来流網に従

事していた当業船の殆i¥iEが延縄に切替えたため，幸洋丸も延縄船指導のため漁期後半より延縄

漁業試験に切替えた。

操業回数は流網が?回(延投網反数が 699反)延縄による操業回数は同じく?回(延使用鉢数

は673鉢)であった。

マス類の漁撞尾数は流織でし 619尾. (カラフトマス 1，57 6尾. 9 7. 3 ofa.サクラマス 43 

尾2.7 ofa )となっており，延織では 2，49 4尾(カラフトマス 2，48 7尾 99.7 ofa，サタラマス

7尾 O.3 ofa )を水揚げした。

マス流網の反当漁猿尾数は. 2.3 2尾で前年度の 1.3 9尾ι比べ 0.93尾多かった。

一方延縄による 1鉢当り約獲率(3 2本付)では 3.7尾の漁獲がみられた。

本年度の日本海における海況及び漁況の概要は次のとおりであった。

1. 海況

5月上，中旬における日本海全般の表層水温は平年並か梢低回となっている。文対馬暖流の

勢力はほ Y平年並で，入道崎以北海域での暖流域は非常に広〈沖合に延び暖流主軸は 1380 _

1390 E閣を通って北流していた。

同期における本県権現崎以南の表層水温は 8"0台であり，各局の水温は， 3 9年よりは低目で

あるが過去 5ヶ年中では最も高く，冷水担の影響が小さかったことを示している。

4M上告Jの表層水温は 5月上，中旬よりも全般的に口.5'""'"1.0"0昇温しているが，佐渡沖では

平年より梢低く，竹島周辺と能登沖で梢高く，そのほかは平年並となっている。

対馬暖流第 1分校の位置は平年より梢南に偏しており，特に第 2分枝の陶d備が著しい。此の頃

の極前線は大和雄北側とn1i!作崎iI!ii方 30浬を結んだ付近に認められた。

又本県艦作崎以雨.J)秋田県沿岸部における表胸水温は 90_ 1000で，昨年より 1-200i高討を

示し，入道崎への冷水の接岸は昨年より弱くなっていた。

5月上旬に歪り，対馬暖流接岸分校は比較的接岸北上し，その勢力も半年並とみられる。又第

2.第5分校の各沖合暖流は半今.よりも流識がや."~持偏しているが，沿岸分枝と同じく平年並

の勢力とみられ，どれら沖合桜流は佐波~I::岸及び入道~奇同#il海域でそれぞれ接岸しいづれも 4

月上旬より強勢となっている。
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一方温作崎以南の秋田県沿岸部における表層水温は 12 "0台で例年より 1-2"C高く入道崎に

接岸する冷水塊は顕著であった 010"0等温線の位置は，例年ーより稽北にあり，北緯 40c緩に

沿って入道崎に接岸し東経 1390を海峡西日に向って北進している。

6月の極前線は大和堆~津軽海峡西口を結ぶ付近に蛇行して認められ，その南側の対馬暖流の

表面水温は 5月上旬よりも全般的に 5-6"0昇温し，能登以北海域で j7 -; 2日℃台となって

いる。此のころの対馬暖流域は全般にわたつで平年よりも 1"0以上高くなっている。

2. 漁況

3月上旬当初から本県沖において小泊及び鯵ケ沢船が延縄で 1隻当り最高i~ 0 OK9程度の漁

獲をしており，一方各県流網船も佐渡~入遊間の 88，89， 98，99海区の比較的沿岸海

域において 1隻当り最高 600-700尾程度で初漁期としては比較的良好な漁獲をあげた。

4月に入り日本海全般の海況は昨年と大差なかったが，例年入道崎西沖にみられる冷水域の接

岸が弱く，比較的長期に亘って張出し越作崎西方30浬沖付近に極前線が認められたため，こ

の海域での好漁が持続し延縄の好漁場が形成された。

文5月には沖合の沿海州寄り海域で， 7-9・C台の水帯が南北に複雑に入り込み，等温帯の巾
が狭く昨年に比べて水温の変化が激しく，沖合での流網，延縄の潟、況も割合長期に好漁がみら

れた。

試験船幸洋丸による流網及び延純の漁況は次のとおりiであった。

(1) 流網漁業試験=4月 17日より 5月6日まで目。 41'-41 020' N 138 c 4 0' 以東の比

較的沿海寄りで認査したが，当業船が好漁じている割合にみるべき漁はなく流網試験期間を

通じて反当り 2.3尾程度よりあげられなかった。しかし前年度に比べると反当り 1尾程度多

くなっている。(第 1図参照)

(2) 延縄漁業試験=マス延縄漁船の急増により。 4月 25日から 200鉢でマス延縄試験を実

施した。当初流網漁場と延縄漁場の棺闘について調査を行う予定であったが，盛漁期になっ

て太平洋沖合定線海洋観測実施のためその機会を逸した。太平洋海洋観測終了後引続き延縄

漁業試験を実施し， 5月24日.......5月 26日にかけて 4101ぴ _41040'，132"5.0'，.，..13301日f

Eの沿海州海域において透明度 17米の水帯を発見しこの海域において 3日間で平均 1鉢当

り7.6尾の良好な成績を収めた。

尚本年度幸洋丸で行なった呂合別寵網状況調査及び魚体調査の結果は次のとおりである。

(第 2図参尉)

イ.百合別催槻問調査

流網による目合別反当り擢網尾数は 91耗(3.0す:)2.2 4尾，， 9A粍(3. 1す)2.3 4 
尾， 9 7粍(3. 2寸)2.6 5尾， 1 0 D粍('3.3寸)2.3 2足， 1 0 3託(3.4寸)1.95

尾で，全般に各自合共財年度より良好で，ー特に 97:i毛(3.2寸)及び 10 0粍(3.3す)

目合の網が 1.4尾-1.2尾多くなっている。、

ロ.魚体調査

魚体調査は前年同機操業の都度多項目調査 5日尾，雌雄glJパンチング調査 70 屈の鼠~定

を行なったが，流網?回f活躍宇回計 18凶の操業で，魚体制定を行なったガラフトマスの

総数及びこれに対する雌雄別比率は次のとおりであった。(第五凶:-$4凶)
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各操業毎の漁業別雌雄別比率は別閣のとおりえ三ある。

又カラフトマスの漁業別体長範囲は流網は 34縄-5 3揮で，モードは 4日報量-41l;原で，

あり，延縄では 35 t滝-5 4i婦で，モードは 44縄-45糎であった。延織の場合は流網

よりも比較的沖合操業の関係もあり流網の魚体より延縄の魚体が 4'j廻程度大きかった。

流網及び延縄による操業毎の体長組成は別図の通りである。(第5図~第 6図)

ハ.精密調査

多項目調査により採取された鱗及び腎，卵巣のホルマリン閤定標本は最低航海終了後，

R "，<:研え送付した。

W 考察
本年度日本海域におけるカラフトマスの漁況は， 日水研及び各Aく試の漁況予測をはるかに上回

る好漁を示したが，前年度において日水研は 42年の日本海系カラフトマスの豊漁傾向を予測し

その根拠として次の事をあげている。

1. ソ連沿岸の日本海系群カラフトマスがお上する河111，特にカラフト西岸と沿海州における漁

獲量が 1965年(4 0年)に急増したこと。

2. 1 9 6 1年(3 6年)発生年級以来奇数年級訴の資源唱:水準の回復のテンポは偶数年のそれ

よりも急速であったとと。

3. 1 9 6 3年(3 8年)以来奇数年豊潟、の傾向が確立してきたこと。

等の観点から 19 67年(4 2年)には 19 6 5年(4 0年)を上回る回帰量が期待できる

であろう。

本年の日本海マス漁視は，漁期↑討を通じ延縄及び流網ともに近年にない豊漁がみられたが，本

年の豊漁の要因を概略考察してみると，木県としては

(1) 入道沖の冷水域が比較的長期に亘って張出し極前線がこの縁辺水域に形成されて好漁場が

形成されたこと。文沖合では沿海州寄りに 70_9む台の水帯が複雑に入り込み水温の変化

が激しく等温搭の巾が狭かったこと。

(2) カラフトマス苦手の米地t立が多かったことは勿論であるが，初漁期より比較的好天に恵まれ，

特に盛漁期の 4j-j下旬-5 Jj下旬にかけて好天が続いたこと

(3) 漁船の採業規模が場大し，ロラン・レーダー設備が次第に整備され，海域を拡大して操業

できたこと，あわせて漁業技術の向上がH立って来たこと

~であるが，全般向には次ωようなことがいえよう。

本年の日本海沖合海域におけるカラフトマス漁獲量の急増は，直接的には経料品漁系ω急泌
な伸長によοもωであるが，近年流網漁場が次第に東経 135"_ 136 0付近を境とした朝鮮沿
岸寄りの|両方沖合へ拡かつて来た傾向がみられていたのが，本年は日本;列局寄りの東部品場

にitt>WJの主漁場が形成され，これと反対に延縄は比較的沿海州寄りのi4'合海域に主告示場が形
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成されたため，両漁業の利用漁場が分れて前年のような漁場の競合が割合少なかったこと等

が本年の豊漁の大きな要因と考えられる。
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イ.幹縄

ロ.技縄

ハ.道糸

ニ.釣鈎

ホ.浮子

へ.t手子糸

ト.鉢

チ.浮標

民.餌料

ヌ.投掬機

(カラートタン製)

ます浮縄・仕様書

クレモナ燃糸 5番手B本右 2-3燃 ( 1日号-12号)189m切(1 2 6. 5.0) 

ナイロンテグス 4厘 2.5m-3m切(短尺仰)1鉢に 32本付

クレモナ 4号 27clIl印を 2つ折にして幹縄に連結しこれに枝糸を付す。浮子付け道

糸と校付遊糸は道糸を染色して区別する。

亜鉛メツキ，鉄線マス手1 2 4粍 (8分)

桐材，長方形型， (長 11 cmX巾4.5cmX厚 3.5cm) 1鉢tこ8ケ

浮子は余り浮力が強ければ，はずれ弱ければ沈むが，若干弱自の方が良い。

クレモア燃糸 7号長さ約 6OC111( 2尺)1鉢に 8本

竹製外径6ocm (周囲を管文は芦を 20号燃糸で結束する)

約 5鉢に 1本の望書jでポジテ(竹竿，浮子，旗)を付す。

塩蔵イカナゴ(メロード及び大女子)又は片口イワジ(頭部及び内蔵除去)

餌料装着方
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昭和 42年度日本海マスi流構，延縄漁業試験 (流網) (幸洋丸)

一一一寸
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昭和 42年度 日本海マス流網，延網漁業試験(延縄) (幸洋丸)

投網(縄)位置

投網(泌)日時

玉工_dz ~_~ 1 -~!_~!~-~L~-ι- 第 7次 第 8次
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